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例
言

一
、
本
書
は
、
令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
四
月
か
ら
令
和
七
（
二
〇
二
五
）
年
三
月
に

実
施
し
た
、
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
記
録
保
存
調
査
事
業
で
あ
る
「
か
な
が
わ
の
飴
屋

踊
り
、
万
作
踊
り
」
調
査
事
業
報
告
書
で
あ
る
。

二
、
調
査
は
、
県
下
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
伝
承
地
計
一
六
ヶ
所
を
対
象
と
し
た
。

三
、
調
査
は
、
文
化
庁
の
「
祭
り
・
行
事
調
査
実
施
要
項
」
に
基
づ
き
定
め
た
「
神
奈

川
県
民
俗
芸
能
記
録
保
存
調
査
実
施
方
針
」
に
従
っ
て
実
施
し
た
。

四
、
調
査
事
務
局
は
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
に
置
き
、
調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
次

の
二
つ
の
委
員
会
を
組
織
し
た
。

■
企
画
調
整
委
員
会

調
査
全
体
の
方
針
決
定
や
進
行
管
理
を
行
う
た
め
の
助
言
機
関
と
し
て
県
が
設
置
す

る
。

氏

名

役

職

等

小
川

直
之

 
 
 
 

（
委
員
長
）

國
學
院
大
學
名
誉
教
授
・
大
学
院
客
員
教
授

久
保
田

裕
道

（
副
委
員
長
）

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所

無
形
文
化
遺
産
部
無
形
民
俗
文
化
財
研
究
室
長

大
谷
津

早
苗

昭
和
女
子
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授

俵
木

悟

成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

■
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
現
地
調
査
委
員
会
（
以
下
現
地
調
査
委
員
会
）

企
画
調
整
委
員
会
に
よ
る
指
導
・
助
言
の
下
で
、
現
地
調
査
及
び
文
献
調
査
を
実

施
す
る
機
関
と
し
て
、
調
査
対
象
と
な
る
民
俗
芸
能
ご
と
に
県
が
設
置
す
る
。
構

成
員
は
学
識
経
験
者
を
は
じ
め
、
民
俗
芸
能
等
に
詳
し
い
者
、
地
元
市
町
村
職
員

等
と
す
る
。

調
査
委
員

氏

名

役

職

等

俵
木

悟

 
 
 
 

（
委
員
長
）

成
城
大
学
文
芸
学
部
教
授

髙
久

舞

帝
京
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
科
講
師

三
津
山

智
香

筑
波
大
学
人
文
社
会
系
特
任
研
究
員

大
山

晋
吾

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
局
生
涯
学
習
部
文
化
遺
産
課

専
門
委
員

氏

名

役

職

等

菊
池

理
予

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所

無
形
文
化
遺
産
部
主
任
研
究
員

補
助
調
査
員

氏

名

役

職

等

石
原

真
理

織
田
き
も
の
専
門
学
校
講
師

白
圡

亜
枝

法
政
大
学
図
書
館
事
務
部
総
務
・

Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
事
務
課
専
門
嘱
託
（
学
芸
員
）

藤
井

裕
子

丸
紅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
学
芸
員
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五
、
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
祭
り
・
行
事
の
保
存
会
等
伝
承
者
や
市
教
育
委
員
会
等

文
化
財
所
管
課
に
種
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

六
、
本
報
告
書
の
編
集
は
、
企
画
調
整
委
員
会
及
び
現
地
調
査
委
員
会
の
指
導
の
下
、

 
 

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部
文
化
遺
産
課
が
行
っ
た
。
最
終
年
度
、
報
告
書

 
 

刊
行
に
携
わ
っ
た
者
は
次
の
と
お
り
。
鹿
島
美
雪
（
課
長
）
、
齋
藤
和
香
（
副
課
長
）
、

 
 

城
所
啓
之
（
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
）
、
柏
木
順
子
（
主
査
）
、
萩
原
滉
（
主
事
）
、

 
 

大
山
晋
吾
（
事
務
嘱
託
）

七
、
各
章
各
節
の
執
筆
者
は
次
の
と
お
り
。

総
論　
　
　
　
　

俵
木
悟

第
一
章

飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
現
行
事
例　
　

　
　
　

第
一
節

髙
久
舞　
　

　
　
　

第
二
節

三
津
山
智
香　
　

　
　
　

第
三
節

俵
木
悟　
　

第
二
章

飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
伝
承　
　

　
　
　

第
一
節

髙
久
舞　
　

　
　
　

第
二
節

大
山
晋
吾　
　

　
　
　

第
三
節

三
津
山
智
香

　
　
　

第
四
節

大
山
晋
吾

　
　
　

第
五
節

俵
木
悟

　
　
　

第
六
節

大
山
晋
吾

第
三
章

飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
衣
裳

　
　
　

凡
例
、
用
語
解
説

菊
池
理
予
、
石
原
真
理
、
白
圡
亜
枝

　
　
　

一
覧
表　
　
　
　
　

菊
池
理
予
、
石
原
真
理
、
白
圡
亜
枝
、
藤
井
裕
子

第
四
章

飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
関
係
資
料　
　

　
　
　

第
一
節　
　
　

　
　
　

第
二
節　
　
　

　
　
　

第
三
節

　
　
　

第
四
節

コ
ラ
ム
１　
　
　

大
山
晋
吾

コ
ラ
ム
２　
　
　

菊
池
理
予

凡
例

一
、
本
報
告
書
に
お
い
て
は
一
般
名
詞
と
し
て
の
あ
め
や
お
ど
り
、
飴
屋
踊
り
、
万

作
踊
り
、
等
の
名
称
は
す
べ
て
「
飴
屋
踊
り
」「
万
作
踊
り
」
に
統
一
し
た
。
た
だ
し
、

引
用
は
原
文
表
記
の
ま
ま
と
し
、
各
事
例
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
現
地
で
の
名
称
で

統
一
し
た
。

二
、
数
字
表
記
は
原
則
漢
数
字
と
し
た
。
た
だ
し
引
用
文
に
関
し
て
は
原
文
表
記
の

ま
ま
と
し
た
。

三
、
年
代
に
つ
い
て
は
、
和
暦
の
後
（

）
内
に
西
暦
を
記
し
た
。
ま
た
、
節
内
に

同
一
の
年
代
が
複
数
登
場
す
る
場
合
は
、
適
宜
西
暦
を
省
略
し
た
。

四
、
文
中
の
参
考
文
献
は
各
節
末
に
記
し
た
。
ま
た
文
中
で
は
、
出
典
を
（
著
者
、

発
行
年
、
ペ
ー
ジ
数
）
で
示
し
た
。

五
、
本
報
告
書
第
三
章
の
衣
装
類
に
係
る
写
真
の
整
理
、
一
覧
表
の
作
成
は
専
門
調

査
委
員
の
菊
池
理
予
氏
、
補
助
調
査
員
の
石
原
真
理
氏
、
白
圡
亜
枝
氏
及
び
藤
井

裕
子
氏
に
依
頼
し
た
。
記
録
写
真
は
前
記
四
氏
の
指
導
の
下
、
事
務
局
が
撮
影
し
た
。

六
、
本
調
査
に
お
け
る
古
文
書
の
翻
刻
は
大
山
晋
吾
が
担
当
し
た
。

七
、
人
名
の
敬
称
は
、
特
別
の
場
合
以
外
す
べ
て
省
略
し
た
。

八
、
紙
幅
の
都
合
上
掲
載
で
き
な
い
文
献
資
料
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
（
カ
ラ
ー
版
）
に
収
録
し
、

報
告
書
に
添
付
す
る
。
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総
論

か
な
が
わ
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り

１

民
俗
芸
能
と
し
て
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り

（
１
）
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り

飴
屋
踊
り
や
万
作
踊
り
な
ど
の
名
で
呼
ば
れ
る
芸
能
は
、
関
東
地
方
南
部
の
平
野
部
の
、

主
と
し
て
農
村
地
帯
に
非
常
に
数
多
く
見
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
「
見
ら
れ
た
」

と
過
去
形
で
述
べ
た
の
は
、
戦
後
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
く
ら
い
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
多
く

の
継
承
が
途
絶
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
報
告
書
は
、
そ
の
う
ち
神
奈
川
県
内
に
現
在
も
伝
わ
る
事
例
を
中
心
に
、
資
料
調
査

な
ど
か
ら
あ
る
程
度
の
実
態
が
把
握
で
き
る
も
の
も
含
め
て
、
現
地
調
査
の
成
果
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
飴
屋
踊
り
も
し
く
は
万
作
踊
り
の
名
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
の

は
わ
ず
か
四
例
で
あ
っ
た
が
、
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
か
つ
て
は
県
央
地
域
を
除
く
ほ
ぼ

県
域
全
体
に
わ
た
っ
て
伝
承
地
が
確
認
で
き
、
と
り
わ
け
横
浜
地
域
や
横
須
賀
三
浦
地
域

に
は
か
な
り
の
数
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
ぜ
こ
れ
ら
の
芸
能
の
多
く
が
昭
和
三
〇
年
代
頃
ま
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、

そ
の
理
由
は
、
飴
屋
踊
り
や
万
作
踊
り
の
一
般
的
な
性
格
と
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
何
よ
り
、
こ
れ
ら
の
踊
り
は
農
民
に
よ
る
農
村
の
芸
能
で
あ
っ
た
。
「
万
作
」
と

い
う
名
称
が
、
「
豊
年
満
作
」
つ
ま
り
農
作
物
の
豊
か
な
実
り
を
祈
願
し
た
り
、
収
穫
に

感
謝
す
る
言
葉
か
ら
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
飴
屋
踊
り
や
万
作
踊

り
が
農
を
基
盤
と
し
た
生
活
や
人
々
の
気
質
を
反
映
し
た
芸
能
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
様

式
的
特
徴
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
昭
和
三
五
（
一
九
六
〇
）
年
の
所
得
倍
増
計

画
か
ら
、
昭
和
三
九
（
一
九
六
四
）
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
か
う
国
土
開
発
、
そ
し
て

昭
和
四
〇
（
一
九
六
五
）
年
か
ら
の
い
ざ
な
ぎ
景
気
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長

の
中
で
、
産
業
構
造
が
大
き
く
変
わ
り
、
生
産
基
盤
と
し
て
の
農
業
は
徐
々
に
衰
え
て
い
っ

た
。
と
り
わ
け
こ
の
系
統
の
芸
能
の
伝
承
地
で
あ
っ
た
関
東
平
野
の
一
帯
は
、
政
治
経
済

の
中
心
地
で
あ
る
首
都
圏
の
近
郊
農
村
と
し
て
、
そ
の
影
響
を
大
き
く
被
っ
た
の
で
あ
る
。

別
の
要
因
と
し
て
、
豊
作
祈
願
や
収
穫
感
謝
の
踊
り
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
は
い
て
も
、

飴
屋
踊
り
や
万
作
踊
り
の
大
半
は
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
的
な
行
事
や
儀
礼
と
し
て
の
性
格
を

強
く
は
持
た
な
か
っ
た
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
多
く
の
民
俗
芸
能
は
、
神
社
の
祭
礼
や
寺

院
の
法
会
、
あ
る
い
は
死
者
や
精
霊
の
供
養
な
ど
の
儀
礼
や
年
中
行
事
な
ど
と
結
び
つ
き
、

あ
る
種
の
信
仰
的
意
味
を
も
っ
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
。
裏
を
返
せ
ば
、
そ
れ
を
や
ら
な
け

れ
ば
何
か
し
ら
安
穏
な
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
畏
れ
の
感
覚
に
支
え
ら
れ
て
、
半
ば

義
務
的
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
飴
屋
踊
り
や
万
作
踊
り
は
、

祈
り
や
願
い
を
込
め
つ
つ
も
、
そ
の
根
本
は
享
楽
を
求
め
る
人
び
と
の
気
質
が
育
ん
だ
余

興
と
し
て
の
芸
能
で
あ
っ
た
。
西
日
本
に
多
く
見
ら
れ
る
俄

に
わ
か

の
芸
能
と
比
較
さ
れ
た
り
、

都
市
の
演
芸
に
お
け
る
茶
番
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、
関
東
を
代
表
す
る
農
村
の
演
芸
と

し
て
万
作
踊
り
が
紹
介
さ
れ
る
の
も
、
そ
う
し
た
性
格
が
認
め
ら
れ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
テ
レ
ビ
の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
新
し
い
娯
楽
が
受
け

入
れ
ら
れ
、
生
活
様
式
の
変
化
に
伴
う
好
み
の
多
様
化
な
ど
も
あ
っ
て
人
々
の
関
心
が
薄

れ
て
く
る
と
、
ど
う
し
て
も
そ
れ
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
動
機
に
欠
け
、
失

わ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
永
田
衡
吉
は
、
す
で
に
昭
和
三
八
（
一
九
六
三
）

年
の
時
点
で
「
飴
屋
踊
は
神
事
性
に
欠
け
る
た
め
、
存
立
の
基
盤
が
浅
く
、
衰
滅
を
急
速

に
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
た
［
永
田

一
九
六
三

一
一
〇
］
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
芸
能
は
、
こ
れ
ま
で
学
術
的
に
も
、
伝
統
文
化
あ
る
い
は

民
俗
文
化
と
し
て
も
、
重
要
視
さ
れ
て
き
た
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
。
と
り
わ
け
内
容

や
表
現
の
野
鄙
や
好
色
な
と
こ
ろ
が
そ
れ
を
阻
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
民
俗
芸
能
に
お
け
る

万
作
芸
の
発
掘
に
尽
力
し
た
西
角
井
正
大
は
、
昭
和
初
期
の
専
門
家
の
評
価
を
次
の
よ
う
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に
記
し
て
い
る
（
１
）

。

昭
和
三
年
の
暮
れ
に
、
私
の
父
の
正
慶
の
提
唱
に
よ
っ
て
東
京
の
朝
日
新
聞
社
で
、〝
民

俗
芸
術
の
会
〟
が
万
作
の
観
賞
会
を
催
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
評
を
見
る
と
、

農
村
的
な
エ
ロ
チ
ッ
ク
、
野
卑
に
近
い
素
朴
、
現
代
眼
か
ら
は
悪
趣
味
な
ど
と
品
の
悪

さ
に
対
す
る
指
摘
が
目
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
都
会
臭
い
と
指
摘
す
る
む

き
も
あ
っ
た
。
［
西
角
井

一
九
八
一

三
二
七
］

興
味
深
い
の
は
、
一
方
で
洗
練
さ
れ
な
い
野
鄙
な
性
格
が
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
同
時
に

「
都
会
臭
い
」
と
も
評
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
知
識
人
の
目
か
ら
み
た
素

朴
で
質
実
な
農
村
の
娯
楽
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
外
れ
、
古
風
で
伝
統
的
な
村
落
生
活
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
と
も
映
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
評
価
か
ら
、
飴
屋
踊
り
や
万
作
踊
り
は
文
化
財
な
ど
に
指
定
し
て
行
政
的
な

保
護
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
少
な
く
、
誇
る
べ
き
郷
土
の
文
化
と
し
て
教
育
な
ど
に
取
り

込
ま
れ
る
こ
と
も
多
く
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
も
、
小
黒
万
作
の
担
い

手
が
「
万
作
踊
り
は
真
面
目
な
踊
り
で
は
な
く
「
ア
ホ
踊
り
」
で
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
り
、

長
沢
の
飴
屋
踊
り
の
聞
き
取
り
で
「
い
や
ら
し
い
所
作
」
が
踊
り
の
特
徴
と
し
て
語
ら
れ

た
り
し
て
い
た
。
既
成
の
基
準
で
は
価
値
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
恨
み
が
な
い
わ
け
で
も

な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
農
村
の
芸
を
伝
え
て
き
た
者
と
し
て
の
反
骨
が
垣
間
見
え

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
神
奈
川
県
で
は
、
民
俗
芸
能
が
行
政
的
な
保
護
の
対
象
に
な
っ

た
最
初
期
の
昭
和
三
〇
（
一
九
五
五
）
年
に
、
早
く
も
菊
名
の
あ
め
や
踊
り
を
県
の
無
形

文
化
財
に
指
定
し
て
お
り
、
稀
有
な
例
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
際
、
性
的
な
描
写
の

多
い
「
細
田
の
奴
」
だ
け
は
指
定
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
多
く

の
文
献
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
２
）

の
も
そ
の
表
れ
か
も
し
れ
な
い
。

（
２
）
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
と
い
う
名
称

「
飴
屋
踊
り
」
と
い
う
名
称
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
村
々
を
行
商
し
た
飴
売
り
が
踊
っ

た
（
伝
え
た
）
踊
り
と
い
う
出
自
か
ら
、
ま
た
万
作
踊
り
は
農
耕
の
予
祝
や
収
穫
へ
の
感

謝
を
込
め
た
「
豊
年
満
作
」
か
ら
取
ら
れ
た
名
称
と
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
と
り

わ
け
飴
屋
踊
り
に
つ
い
て
は
、
他
県
の
万
作
な
ど
に
踊
り
の
一
曲
の
名
称
と
し
て
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
た
り
、
飴
売
り
の
囃
し
言
葉
と
し
て
知
ら
れ
た
「
よ
か
よ
か
」
と
い
う
曲
で

踊
る
例
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
り
は
す
る
も
の
の
、
複
数
の
演
目
の
総
称
と
し
て
「
飴
屋

踊
り
」
を
名
乗
る
の
は
神
奈
川
県
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
県
の
こ
の
系
統
の
芸
能

の
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

実
際
に
は
、
こ
れ
に
類
す
る
芸
能
は
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
て
き
た
。

関
東
各
地
の
伝
承
例
を
視
野
に
入
れ
て
、
西
角
井
正
大
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
万
作
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
は
、
東
京
や
埼
玉
な
ど
旧
武
蔵
国
領
に
多
い
。
そ
の
他
、
神

奈
川
県
で
は
「
飴
屋
踊
り
」
、
千
葉
県
の
上
総
で
は
「
ノ
ホ
ホ
ン
踊
り
」
、
下
総
で
は
「
中

山
節
」
、
茨
城
の
南
部
や
埼
玉
の
一
部
で
は
「
小
念
仏
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
る
。
万
作

と
か
小
念
仏
と
か
は
そ
の
演
ず
る
目
的
か
ら
出
た
名
称
で
、
飴
屋
踊
り
は
伝
播
者
、
ノ

ホ
ホ
ン
踊
り
は
囃
し
詞
、
中
山
節
は
伝
播
地
と
い
っ
た
事
由
か
ら
の
呼
び
名
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
楽
器
か
ら
「
四
つ
竹
踊
り
」
、
主
た
る
演
目
か
ら
「
粉
屋
踊
り
」
、
あ
る
い

は
「
広
大
寺
節
」
な
ど
と
い
う
呼
び
方
も
よ
く
あ
る
。
「
オ
イ
ト
コ
節
」
、
「
ソ
ウ
ダ
イ

節
」
と
い
う
場
合
も
や
は
り
囃
し
詞
か
ら
で
あ
る
［
西
角
井

一
九
八
一

三
二
四
―

三
二
五
］
。

ま
た
『
神
奈
川
県
民
俗
芸
能
誌
』
を
著
し
た
永
田
衡
吉
は
、
県
内
の
呼
称
を
二
系
統
に

分
け
て
考
え
て
お
り
、
飴
屋
踊
、
中
山
踊
、
粉
屋
踊
な
ど
は
街
頭
の
飴
屋
、
ま
た
は
そ
の
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系
統
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
の
踊
り
を
受
け
入
れ

る
農
民
側
の
心
意
に
則
し
た
の
が
豊
年
・
万
作
踊
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
戸
塚
、
鎌
倉
、
三

浦
な
ど
は
、
実
際
に
明
治
か
ら
大
正
期
に
飴
屋
が
売
り
歩
い
て
飴
屋
踊
り
の
名
称
が
定
着

し
た
も
の
で
、
そ
れ
に
対
し
て
横
浜
の
港
北
区
や
保
土
ヶ
谷
区
の
農
村
地
帯
で
は
万
作
踊

と
い
い
、
東
京
多
摩
方
面
か
ら
来
た
も
の
だ
と
い
う
［
永
田

一
九
六
八
］
。
飴
屋
が
こ

の
踊
り
を
広
め
た
と
い
う
定
説
に
対
し
て
筆
者
は
や
や
別
の
見
解
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ

は
後
に
述
べ
る
が
、
こ
こ
で
永
田
が
、

昭
和
三
十
年
、
県
教
育
委
員
会
が
三
浦
市
菊
名
の
こ
の
踊
を
無
形
文
化
財
と
し
て
指
定

し
た
時
、
飴
屋
踊
の
名
称
を
採
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
飴
屋
・
万
作
・
粉
屋
・

中
山
な
ど
と
各
地
各
様
に
呼
ん
で
い
た
の
が
、
こ
の
指
定
で
総
称
化
さ
れ
た
観
が
あ
る
。

じ
た
い
飴
屋
踊
は
こ
と
ご
と
し
い
名
称
な
ど
の
な
い
自
然
児
で
あ
っ
た
。
街
頭
を
ゆ
く

飴
屋
の
歌
と
踊
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
［
永
田

一
九
六
八

四
三
〇
］

と
述
べ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
れ
ら
の
踊
り
は
そ
も
そ
も
決
ま
っ
た
名
称
を

持
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
文
化
財
の
指
定
に
よ
っ
て
名
称
が
統
一
さ
れ
た
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
永
田
の
説
を
敷
衍
す
る
な
ら
、
踊
り
の
様
式
や
内
容
は
と
も
か
く
、
名

称
に
関
し
て
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
一
般
的
な
風
俗
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
た
「
飴
屋
の

踊
り
」
の
名
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
と
結
び
つ
か
な
い
踊
り
に
ま
で
冠
さ
れ
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
飴
屋
踊
り
の
名
称
と
、
そ
の
伝
来
の
経
緯
は
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
一
般
的
様
式

こ
の
と
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
系
の
芸

能
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
そ
れ
ら
を
一
つ
の
系
統
と
す
る
の
に
は
、
も
ち
ろ
ん
理
由
が
あ

る
。

そ
の
一
つ
の
要
因
は
演
目
で
あ
る
。
総
称
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方
が
さ
れ
て
い
て

も
、
多
く
の
事
例
の
間
で
演
目
に
は
か
な
り
の
共
通
性
が
あ
る
。
神
奈
川
県
内
に
お
け
る

演
目
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
本
稿
４
節
（
２
）
を
、
ま
た
南
関
東
の
各
都
県
に
お
け
る
代

表
的
な
演
目
に
つ
い
て
は
３
節
を
参
照
し
て
ほ
し
い
。

そ
の
演
目
は
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
最
も
大
き
な
区
別
は
「
手
踊
り
」

と
「
段
物
」
で
、
手
踊
り
は
囃
子
に
合
わ
せ
て
身
体
の
所
作
だ
け
で
表
現
す
る
も
の
、
そ

れ
に
対
し
て
段
物
は
配
役
が
あ
り
、
台
詞
を
伴
っ
て
物
語
を
演
じ
る
も
の
で
あ
る
。
実
際

に
は
そ
の
中
間
的
な
も
の
、
つ
ま
り
部
分
的
に
台
詞
が
入
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
踊

り
と
い
う
も
の
も
あ
る
。
菊
名
の
あ
め
や
踊
り
で
は
こ
の
中
間
的
な
も
の
を
「
所
作
入
り

手
踊
り
」
と
し
て
段
物
と
区
別
し
て
お
り
、
長
井
町
飴
屋
踊
り
で
は
、「
歌
舞
伎
芝
居
」
「
歌

舞
伎
芝
居
手
踊
り
」
「
芝
居
手
踊
り
」
と
さ
ら
に
細
か
く
区
別
し
て
い
る
。
埼
玉
県
で
も
、

芝
居
は
あ
く
ま
で
歌
舞
伎
の
外
題
な
ど
を
演
じ
る
も
の
に
限
定
し
、
段
物
は
踊
り
と
芝
居

の
中
間
的
な
も
の
を
指
す
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
区
分
に
は
違
い
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
踊
り
歌
に
合
わ
せ
た
手
踊
り
を
主
体
と
す
る
演
目
と
、
筋
書
き
の
あ
る
芝
居
を
主
体

と
し
た
段
物
の
演
目
と
、
そ
の
中
間
的
な
演
目
と
い
う
複
数
の
タ
イ
プ
の
演
目
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
る
の
が
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
一
般
的
な
様
式
で
あ
る
。

も
う
一
つ
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
特
に
段
物
の
演
目
は
、
演
目
名
こ
そ
歌
舞
伎
の
外
題

を
取
っ
た
も
の
が
多
い
も
の
の
、
実
際
の
台
本
や
演
出
は
本
格
的
な
歌
舞
伎
の
狂
言
と
は

大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
点
で
地
芝
居
な
ど
と
は
区
別
さ
れ
る
。
大
幅
に
崩
し
た
独

自
の
筋
書
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
演
技
に
お
い
て
も
滑
稽
や
露
骨
な
性
的
描
写

が
強
調
さ
れ
、
む
し
ろ
、
そ
の
過
剰
な
表
現
を
演
じ
る
者
も
見
る
者
も
楽
し
む
性
格
が
強

い
。
ま
た
地
方
的
な
説
話
や
伝
説
を
も
と
に
し
た
演
目
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
そ
う
し
た
演
目
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
独
自
に
生
み
出
し
た
と
も
考
え
に
く

く
、
願
人
坊
主
や
歌
祭
文
、
ち
ょ
ぼ
く
れ
な
ど
、
漂
泊
的
な
芸
能
者
に
よ
っ
て
翻
案
さ
れ
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た
形
の
も
の
が
各
地
に
伝
わ
っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
「
飴
屋
踊
り
」
と
い
う

名
称
も
、
飴
屋
を
そ
の
よ
う
な
芸
能
者
の
一
種
と
見
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

２

飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
背
景

（
１
）
白
桝
粉
屋
と
お
い
と
こ
節

飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
を
最
も
代
表
す
る
演
目
は
何
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
「
白
枡
粉

屋
」
だ
と
言
え
よ
う
。
神
奈
川
県
の
こ
の
系
統
の
芸
能
に
は
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
曲
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
栗
木
の
よ
う
に
「
粉
屋
踊
り
」
を
名
乗
る
例
や
、
「
お
い
と
こ
節
」
「
そ

う
だ
い
節
」
な
ど
が
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
異
名
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
お
い
と
こ
節
」
は
現
在
、
東
北
地
方
、
特
に
宮
城
県
の
民
謡
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
町
田
嘉
章
と
浅
野
建
二
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
岩
波
文
庫
版
『
日
本
民
謡
集
』

で
も
宮
城
県
の
民
謡
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
登
米
市
を
中
心
と
し
た
仙
北
地
域
が
代

表
的
な
伝
承
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。
「
お
い
と
こ
」
は
歌
い
出
し
の
「
〽
お
い
と
こ
そ
う

だ
よ
」
と
い
う
囃
し
言
葉
か
ら
取
っ
た
名
称
で
あ
る
。
『
日
本
民
謡
集
』
に
は
次
の
よ
う

な
歌
詞
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。

〽
お
い
と
こ
そ
う
だ
よ

紺
の
暖の

れ

ん簾
に

伊
勢
屋
と
書
い
た
ン

よ

お
梅
女
郎
衆
は
十

代
伝
わ
る

粉
屋
の
娘
だ
ン

よ

あ
の
娘こ

は
よ
い
娘こ

だ

あ
の
娘こ

と
添
う
な
ら

三さ
ん
ね
ん年

三み

つ

き月
も

裸
で
茨ば

ら

も
背し

ょ負
い
ま
し
ょ

水
も
汲
み
ま
し
ょ

手
鍋
も
下
げ
ま
し
ょ

な

る
た
け
朝
は
早
起
き

上の
ぼ

る
東と

か

い

ど

う

海
道
は

五
十
と
三さ

ん
つ
ぎ次

粉
箱
や
っ
こ
ら
さ
と
担か

つ

い
で

歩
か
に
ゃ
な
る
ま
い

お
い
と
こ
そ
う
だ
ン

よ
（
以
下
省
略
）

［
町
田
・
浅
野

一
九
六
〇

六
八
］

こ
の
よ
う
に
、
粉
屋
の
娘
に
焦
が
れ
る
想
い
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
『
日
本
民
謡
集
』

の
解
説
で
は
、
こ
の
歌
の
本
場
は
仙
台
地
方
で
あ
る
が
、
実
際
は
幕
末
頃
に
九
十
九
里
沿

岸
や
江
戸
に
流
行
し
た
民
謡
で
、
「
小
念
仏
」
と
称
す
る
行
事
や
祝
い
の
席
上
で
歌
わ
れ

た
「
高
砂
そ
う
だ
よ
」
の
改
作
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
千
葉
県
の
民
謡

と
し
て
「
小
念
仏
」
の
う
ち
、
「
高
砂
そ
う
だ
よ
」
の
歌
詞
も
収
載
し
て
お
り
、
そ
の
解

説
に
は
「
「
万
作
踊
」
（
埼
玉
）
も
こ
れ
と
同
系
に
属
す
る
が
、
「
小
念
仏
」
が
歌
や
手
踊

を
主
と
す
る
の
に
対
し
、
「
万
作
踊
」
の
方
は
地
口
・
茶
番
の
如
き
劇
的
要
素
を
加
味
し

て
い
る
」
［
町
田
・
浅
野

一
九
六
〇

一
四
二
］
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
高
砂
」

の
部
分
が
、「
木
更
津
」
や
「
下
妻
」
な
ど
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
っ
て
、
一
連
の
「
そ

う
だ
い
節
」
あ
る
い
は
「
そ
う
だ
よ
節
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
小
念
仏
は
、
本
稿
３
節
で

述
べ
る
よ
う
に
、
茨
城
県
や
千
葉
県
で
こ
の
系
統
の
芸
能
を
表
す
総
称
で
あ
り
、
「
高
砂

そ
う
だ
よ
」
は
特
に
茨
城
県
の
小
念
仏
で
最
も
重
視
さ
れ
て
い
る
曲
で
あ
る
。

こ
の
粉
屋
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る
の
が
、
千
葉
県
山
武
郡
芝
山
町
大
里
の
白
枡
地
区
に

あ
っ
た
木
内
家
と
い
う
粉
屋
で
あ
る
。
こ
の
家
の
お
小さ

よ夜
と
い
う
美
し
い
娘
が
、
歌
に
歌

わ
れ
る
「
十
代
伝
わ
る
粉
屋
の
娘
」
と
さ
れ
る
。
実
際
に
は
、
木
内
家
の
十
代
目
文
司

良
吉
の
長
女
久
子
だ
と
す
る
説
が
あ
る
［
『
白
枡
粉
屋
お
ど
り
：
お
い
と
こ
節
発
祥
の
い

わ
れ
』

一
九
八
五

一
四
］
。
白
枡
地
区
に
あ
る
久
子
の
墓
（
文
化
九
年
に
一
九
歳
で

亡
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
）
に
は
「
容
顔
院
妙
歌
日
詠
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
美
人
だ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
こ
の
伝
説
が
、
一
説
に
は
天
保
年
間
（
一
八
三
一
〜

一
八
四
五
）
に
水
野
忠
邦
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
印
旛
沼
開
墾
工
事
に
従
事
し
た
人
夫
た
ち

が
広
め
た
と
も
、
ま
た
白
枡
の
街
道
筋
に
あ
っ
た
中
村
檀
林
（
多
古
町
）
や
飯
高
檀
林
（
匝

瑳
市
）
に
通
っ
た
学
僧
た
ち
が
広
め
た
と
も
言
わ
れ
る
。

な
お
現
在
の
白
枡
地
区
に
は
「
白
枡
粉
屋
お
ど
り
」
が
伝
わ
る
が
、
こ
れ
は
後
世
に
こ

の
伝
説
の
発
祥
地
に
新
た
に
作
ら
れ
た
歌
に
よ
っ
て
踊
る
も
の
と
さ
れ
る
の
で
［
藤
本

二
〇
一
四
］
、
踊
り
そ
の
も
の
が
白
枡
か
ら
広
ま
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
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（
２
）
「
飴
屋
の
踊
り
」
と
い
う
由
来
を
め
ぐ
っ
て

神
奈
川
県
に
限
ら
ず
、
飴
屋
踊
り
や
万
作
踊
り
が
飴
売
り
の
行
商
人
に
よ
っ
て
伝
え
ら

れ
た
と
い
う
由
来
が
し
ば
し
ば
聞
か
れ
る
。
特
に
「
飴
屋
踊
り
」
を
名
乗
る
三
浦
半
島
の

事
例
で
は
、
こ
れ
が
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
山
岸
み
の
り
は
、
長
井
で
は
昭
和
初
期

頃
ま
で
千
葉
県
の
天
津
小
湊
（
鴨
川
市
）
な
ど
に
出
漁
し
て
い
た
こ
と
を
聞
い
て
お
り
［
山

岸

二
〇
〇
一
］
、
実
際
に
浦
賀
水
道
（
江
戸
湾
）
を
越
え
て
、
対
岸
の
上
総
・
安
房
地

域
と
も
交
流
が
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

旧
上
総
国
の
周す

す准
郡
（
周す

え淮
郡
と
も
）
中
富
村
（
現
在
は
千
葉
県
君
津
市
中
富
）
は
「
飴

屋
の
む
ら
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
後
期
の
天
保
一
四
（
一
八
四
三
）
年
の

区
有
文
書
「
商
人
規
定
書
」
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
こ
の
村
の
農
家
四
〇
軒
の
全
て
が
農

間
稼
ぎ
と
し
て
飴
を
作
り
、
行
商
や
祭
り
な
ど
の
露
店
で
売
っ
て
い
た
と
い
う
［
小
林

一
九
九
一
、
牛
嶋

二
〇
〇
九
］
。
こ
の
文
書
は
、
天
保
の
改
革
で
飴
の
行
商
が
禁
止
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
「
往
古
よ
り
飴
卸
商
ひ
仕
来
り
候
ニ
付
」
と
許
可
を
願
い
出
た
も

の
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
時
点
で
す
で
に
相
応
の
飴
作
り
の
歴
史
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。中

富
の
飴
屋
は
、
半
纏
に
股
引
、
脚
半
、
草
鞋
、
菅
笠
と
い
う
い
で
た
ち
で
天
秤
棒
を

担
い
で
飴
を
運
ん
だ
。
そ
し
て
当
時
の
飴
屋
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
う
べ
き
唐
人
笛
（
チ
ャ

ル
メ
ラ
の
よ
う
な
末
広
が
り
の
形
状
の
笛
）
を
吹
い
て
村
々
を
歩
い
た
と
い
う
。

こ
の
行
商
は
昭
和
一
〇
年
頃
ま
で
続
い
た
と
さ
れ
る
の
で
、
対
岸
の
三
浦
半
島
に
飴
屋

踊
り
が
伝
わ
る
の
と
時
期
的
に
は
十
分
重
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
小
林
裕
美
の

調
査
に
よ
る
と
、
中
富
の
行
商
の
販
売
地
域
は
房
総
半
島
の
旧
君
津
郡
を
中
心
と
し
た
範

囲
で
、
対
岸
の
三
浦
半
島
ま
で
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
の
飴
売
り
は
「
販
売
に

際
し
て
歌
や
踊
り
は
伴
わ
ず
、
流
し
の
芸
人
と
し
て
の
飴
売
り
と
は
一
線
を
画
す
る
」
［
小

林

一
九
九
一

一
］
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
点
、
陸
路
で
移
動
で
き
る
川
崎
や
横
浜
方
面
に
は
、
確
か
に
房
総
か
ら
飴
屋
が
来

て
い
た
ら
し
い
。
今
回
の
調
査
対
象
で
も
あ
っ
た
栗
木
の
粉
屋
踊
り
を
伝
え
る
川
崎
市
栗

木
で
は
、
次
の
よ
う
な
聞
き
書
き
が
あ
る
。

飯
草
氏
が
五
、
六
歳
の
頃
（
昭
和
五
、
六
年
頃
：
引
用
者
注
）
に
は
、
下
総
か
ら
毎
年

十
二
月
初
旬
の
八
日
に
な
る
と
、
必
ず
や
っ
て
く
る
飴
屋
が
い
た
そ
う
で
す
。
五
人
一

組
で
来
て
、
昼
間
は
太
鼓
・
鉦
・
三
味
線
で
流
し
、
引
き
出
し
の
付
い
た
箱
を
背
負
っ

た
人
が
、
二
人
で
棒
に
刺
し
た
大
玉
の
飴
を
売
っ
て
、
そ
の
あ
と
を
付
い
て
歩
く
の
が

楽
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

夕
暮
れ
に
な
る
と
、
片
平
地
区
や
栗
木
地
区
の
人
た
ち
が
林
清
寺
の
本
堂
に
大
勢
集

ま
り
、
飴
屋
さ
ん
た
ち
の
演
目
に
夢
中
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。
［
藤
本

二
〇
一
四

二
七
五
］

こ
の
飴
売
り
は
昭
和
七
、
八
年
く
ら
い
ま
で
来
て
い
て
、
そ
の
後
は
三
人
一
組
の
よ
か

よ
か
飴
屋
が
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
栗
木
の
粉
屋
踊
り
自
体
は
、
そ
れ
以
前
の
明

治
末
頃
に
小
野
路
町
の
別
所
か
ら
習
っ
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
が
、
戦
前
の
飴
屋
の
芸
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
飴
屋
が
踊
っ
た
（
伝

え
た
）
踊
り
と
い
う
飴
屋
踊
り
の
由
来
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

そ
も
そ
も
街
頭
の
飴
売
り
は
、
通
常
は
一
人
か
、
せ
い
ぜ
い
二
人
一
組
程
度
の
少
人
数

で
活
動
す
る
は
ず
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
飴
屋
の
絵
画
資
料
を
多
く
集
め
て
紹
介
し
て
い

る
段
上
達
雄
の
論
文
を
見
て
も
、
街
頭
や
門
前
の
飴
売
り
は
一
人
な
い
し
二
人
の
姿
で
描

か
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
［
段
上

二
〇
二
二
］
。
す
る
と
、
手
踊
り
は
と
も
か

く
、
複
数
の
配
役
に
囃
子
の
奏
者
ま
で
揃
え
た
段
物
を
ど
う
や
っ
て
演
じ
伝
え
た
の
か
と

い
う
疑
問
が
残
る
。
さ
ら
に
飴
屋
と
い
え
ば
、
奇
抜
な
異
国
風
の
衣
装
（
唐
人
姿
と
い
う
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が
、
実
際
に
は
朝
鮮
通
信
使
の
姿
を
模
し
た
も
の
）
や
、
大
き
く
目
立
つ
台
盤
を
頭
に
載

せ
て
、
笛
を
吹
い
た
り
太
鼓
を
叩
い
た
り
す
る
の
が
最
も
「
飴
屋
ら
し
い
」
姿
で
あ
る
は

ず
だ
が
、
飴
屋
踊
り
と
し
て
伝
わ
る
踊
り
に
そ
う
し
た
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
例

は
、
戸
川
の
飴
屋
踊
り
な
ど
に
見
ら
れ
た
も
の
の
決
し
て
多
く
は
な
い
。

（
３
）
興
行
と
し
て
の
飴
屋
芝
居
、
万
作
芝
居

前
述
の
栗
木
の
聞
き
書
き
は
、
五
人
一
組
で
来
た
飴
屋
が
、
昼
間
は
二
人
で
飴
を
売
り

歩
き
、
夕
に
は
寺
の
本
堂
に
戻
っ
て
き
て
、
そ
こ
を
会
場
と
し
て
演
芸
を
見
せ
て
い
た
と

読
め
る
。
西
角
井
正
大
に
よ
れ
ば
、
「
飴
屋
に
も
親
方
が
い
て
、
そ
の
も
と
に
三
人
、
四

人
と
飴
売
り
が
い
た
。
そ
し
て
、
夜
は
同
じ
宿
に
戻
っ
て
、
座
敷
を
借
り
て
芝
居
興
行
を

し
た
り
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ
る
［
林
・
西
角
井

一
九
七
九

二
一
五
］
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
も
飴
屋
の
芸
の
一
種
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
「
飴
屋
が
飴
売
り
の
客
寄
せ
に
踊
る
」

と
い
う
の
と
は
や
や
異
な
っ
て
お
り
、
む
し
ろ
芝
居
興
行
の
方
が
本
体
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
西
角
井
や
倉
林
は
、
こ
の
よ
う
な
芸
能
を
「
飴
屋
芝
居
」
と
呼
ん
で
い
る
。

飴
の
芸
能
に
は
よ
か
よ
か
節
や
飴
屋
踊
り
だ
け
で
は
な
く
、
「
飴
屋
芝
居
」
と
い
う

も
の
が
あ
っ
た
。
普
通
二
人
位
で
歩
く
の
だ
が
、
一
種
の
興
業
み
た
い
に
飴
屋
の
一
店

が
で
き
て
、
祭
礼
そ
の
他
に
依
頼
に
応
じ
、
あ
る
い
は
宿
を
と
り
な
ど
し
て
、
芝
居
を

演
じ
た
。
そ
れ
は
万
作
の
段
物
式
の
構
成
に
よ
る
も
の
で
、
か
な
り
曲
芸
・
奇
術
の
類

を
含
ん
で
い
た
ら
し
い
。
地
狂
言
も
や
っ
た
。
地
方
廻
り
の
芝
居
一
座
に
は
こ
の
飴
屋

が
関
係
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
ら
し
く
、
興
業
の
暇
の
時
は
、
飴
屋
を
や
っ
て
歩
く
と

い
っ
た
具
合
だ
っ
た
。
［
倉
林

一
九
七
〇

六
三
〇
］

つ
ま
り
、
確
か
に
飴
を
売
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
主
た
る
目
的
は
小
屋
掛
け
の
芝
居
興

行
で
、
芝
居
の
一
座
が
飴
も
売
っ
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
飴
屋
と
組
ん
で
興
行
し
た
と
い

う
の
が
実
態
に
近
い
だ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
両
者
を
取
り
持
っ
た
の
は
、
祭
り
の
露
店
な
ど

を
差
配
し
た
香
具
師
（
テ
キ
ヤ
）
だ
ろ
う
。
飴
は
む
し
ろ
芝
居
の
客
寄
せ
、
あ
る
い
は
観

客
の
小
腹
を
満
た
す
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
飴
売
り
が
主
た
る
目

的
で
な
い
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
興
行
は
常
に
「
飴
屋
芝
居
」
と
呼
ば
れ
る
わ
け
で
は
な

い
。
以
下
に
引
く
「
茶
番
芝
居
」
あ
る
い
は
「
万
作
」
も
、
規
模
の
違
い
は
あ
れ
ど
内
容

は
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

北
埼
・
南
埼
・
北
足
立
あ
た
り
の
万
作
師
匠
の
総
元
師
匠
と
見
倣

（
マ
マ
）さ

れ
る
人
に
、
関

根
要
次
郎
と
い
う
者
が
い
た
。
芸
名
を
阪
東
福
富
と
名
乗
っ
た
。
日
光
御
成
道
備
後

の
同
郷
の
百
姓
に
踊
り
を
習
い
、
明
治
十
八
年
当
時
二
十
二
才
で
初
め
て
横
浜
に
出

て
、
藤
沢
の
直な

お

え江
と
い
う
人
を
座
頭
に
、
水
海
道
の
中
村
丸
之
助
と
書
出
し
の
位
置
で
、

賑に
ぎ
わ
い
ざ

座
と
い
う
横
浜
の
小
屋
で
茶
番
芝
居
を
打
っ
て
い
た
。
「
忠
臣
蔵
」
や
「
箱
根
霊
験
記
」

を
は
じ
め
「
高
大
寺
和
尚
」
の
よ
う
な
万
作
を
毎
日
練

（
マ
マ
）り

返
し
て
い
た
。
そ
の
後
東
京

に
移
り
、
今
の
秋
葉
原
駅
あ
た
り
が
佐
竹
ヶ
原
と
い
っ
た
野
原
で
あ
っ
た
時
分
、
万
作

の
小
屋
を
中
に
、
右
に
梅
坊
主
初
坊
主
等
の
願
人
踊
り
、
左
に
は
籠
抜
け
と
い
う
順
序

に
興
行
物
が
並
ん
で
い
た
。
人
々
が
集
り
、
従
っ
て
露
店
が
で
き
、
家
が
建
つ
と
い
っ

た
具
合
で
、
あ
の
辺
は
万
作
で
町
を
ひ
ら
い
た
の
だ
と
そ
の
老
人
は
当
時
の
追
憶
を
西

角
井
先
生
に
語
ら
れ
た
と
い
う
。
［
倉
林

一
九
七
〇

六
三
五
］

こ
う
な
る
と
完
全
な
プ
ロ
の
興
行
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
及
さ
れ
る
横
浜
、
藤
沢
と
い
え

ば
、
か
つ
て
万
作
踊
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
地
域
で
あ
っ
た
。
こ
の
叙
述
の
中
に
は
飴
屋

の
話
は
出
て
こ
ず
、
あ
く
ま
で
茶
番
芝
居
、
万
作
の
興
行
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
興
行
は
、

永
田
衡
吉
が
「
明
治
七
年
頃
、
横
浜
の
賑
座
で
飴
直
が
、
埼
玉
の
万
作
師
匠
と
打
っ
た
芝
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居
は
万
作
芝
居
の
立
看
板
を
揚
げ
た
。
豊
年
万
作
の
方
が
口
あ
た
り
が
よ
く
、
興
行
的
で

あ
っ
た
こ
と
は
説
明
の
か
ぎ
り
で
な
い
」
［
永
田

一
九
六
八

四
二
九
～
四
三
〇
］
と

紹
介
し
て
い
る
も
の
と
、
年
代
は
や
や
ず
れ
て
い
る
が
同
じ
も
の
と
み
て
ま
ず
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
（
３
）

。
「
藤
沢
の
直
江
と
い
う
人
」
は
飴
屋
の
飴
直
だ
ろ
う
。
筆
者
は
、
こ
の
よ

う
な
「
茶
番
芝
居
」
と
も
「
万
作
芝
居
」
と
も
、
あ
る
い
は
「
飴
屋
芝
居
」
と
も
言
わ
れ

る
も
の
が
、
神
奈
川
県
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
ル
ー
ツ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

３

各
地
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
系
統
の
芸
能
は
、
関
東
地
方
南
部
の

平
野
部
に
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
神
奈
川
県
以
外
の
そ
れ
ら
の
芸
能
に
つ

い
て
特
徴
を
ま
と
め
る
。
た
だ
し
今
回
の
調
査
で
は
、
神
奈
川
県
以
外
の
事
例
に
つ
い
て

現
地
調
査
は
実
施
し
て
い
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
先
行
研
究
や
資
料
を
も
と
に
し
た
ま
と

め
で
あ
る
。
こ
の
中
で
も
多
く
の
も
の
が
、
す
で
に
中
断
や
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）
埼
玉
県
の
万
作

万
作
踊
り
の
最
も
盛
ん
な
地
域
と
言
え
る
の
が
埼
玉
県
で
あ
る
。
昭
和
二
六

（
一
九
五
一
）
年
、
第
一
回
の
埼
玉
県
郷
土
芸
能
大
会
を
見
た
折
口
信
夫
は
、
「
埼
玉
の
芸

能
は
皆
万
作
で
す
ね
」
と
語
っ
た
そ
う
で
あ
る
［
倉
林

一
九
七
〇

六
三
七
］
。

埼
玉
県
で
は
、
多
く
の
伝
承
地
で
「
万
作
」
を
名
乗
っ
て
い
る
。
埼
玉
県
教
育
委
員
会

が
刊
行
し
た
報
告
書
『
埼
玉
の
万
作
』
に
よ
る
と
、
昭
和
四
八
〜
四
九
年
の
調
査
実
施

時
に
お
い
て
、
県
内
で
八
六
も
の
伝
承
例
が
確
認
さ
れ
て
い
る
［
埼
玉
県
教
育
委
員
会

一
九
七
八
］
。
数
が
多
い
だ
け
に
例
外
も
多
い
が
、
一
般
的
な
特
徴
を
挙
げ
る
と
、
季
節

を
問
わ
ず
祭
礼
や
年
中
行
事
に
際
し
て
、
葦よ

し

ず簀
張
り
の
仮
設
舞
台
を
組
ん
で
行
わ
れ
る
も

の
で
、
堂
や
寺
社
の
建
物
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。
踊
り
手
は
、
若
者
が
多
い
と
こ
ろ

と
、
年
配
者
が
中
心
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
若
者
や
女
性
が
踊
り
を
、
師
匠
格
の
年
配
男
性

が
囃
子
方
を
務
め
る
こ
と
が
多
い
。
楽
器
と
し
て
太
鼓
、
鉦
の
ほ
か
に
三
味
線
を
用
い
た

例
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
調
査
時
点
で
は
三
味
線
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
た
。

服
装
は
、
踊
り
で
は
派
手
な
長
襦
袢
が
用
い
ら
れ
、
男
性
が
演
じ
る
場
合
で
も
女
装
を
す

る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
年
配
女
性
が
演
じ
る
場
合
で
も
、
色
鮮
や
か
な
襦
袢
姿
で
、
顔

も
厚
化
粧
を
し
、
全
体
的
に
派
手
な
装
い
を
強
調
す
る
。
さ
ら
に
着
物
の
裾
を
端
折
っ
た

り
、
片
肌
を
脱
い
だ
り
し
て
、
色
気
を
表
す
。
鉢
巻
や
頰
被
り
と
し
て
手
拭
い
を
用
い
る

こ
と
が
多
く
、
ま
げ
が
な
い
場
合
も
手
拭
い
で
代
用
し
た
。
場
合
に
よ
っ
て
手
拭
い
は
踊

り
の
小
道
具
に
も
な
る
。
段
物
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
応
じ
た
衣
装
を
用
意
す
る
。
こ
れ

ら
は
近
く
の
芝
居
の
座
か
ら
借
り
て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

倉
林
正
次
は
『
埼
玉
県
民
俗
芸
能
誌
』
の
中
で
、
万
作
の
演
目
を
、
①
手
踊
り
、
②
段

物
、
③
茶
番
狂
言
、
④
芝
居
の
四
種
類
に
整
理
し
て
い
る
［
倉
林

一
九
七
〇
］
。
こ
こ

で
は
同
書
に
依
拠
し
て
こ
れ
ら
を
紹
介
す
る
。
た
だ
し
地
元
で
は
「
万
作
踊
り
」
と
「
万

作
芝
居
」
と
呼
び
、
「
踊
り
」
と
「
芝
居
」
と
し
て
区
別
し
て
い
る
ら
し
い
。

①
の
手
踊
り
は
文
字
通
り
歌
や
囃
子
に
合
わ
せ
た
踊
り
で
あ
る
。
埼
玉
県
で
は
、
「
三

番
叟
」
が
多
く
演
じ
ら
れ
、
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
「
弥
勒
三
番
」
と
い
っ
て
弥
勒
踊
り
と
習

合
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
手
踊
り
と
し
て
最
も
多
く
演
じ
ら
れ
る
の
は
「
高
砂
そ
う
だ

い
」
で
、
「
そ
う
だ
い
節
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
派
生
と
し
て
「
下
妻
そ

う
だ
い
」
「
木
更
津
そ
う
だ
い
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
曲
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
手
踊
り
の

代
表
的
な
曲
と
し
て
は
「
伊
勢
音
頭
」
「
く
ど
き
」
「
相
撲
甚
句
」
「
新
川
地
引
」
「
下
総
国

十
二
ヶ
月
日
出
桜
ね
ん
ね
ん
子
守
」(

桜
尽
し
・
ね
ん
ね
ん
子
守)

「
世
直
し
」
「
よ
か
よ

か
飴
屋
」
「
軽
井
沢
」
「
巡
礼
笠
踊
り
」
「
か
っ
ぽ
れ
」
等
が
あ
る
。

②
の
段
物
は
、
「
踊
り
と
演
劇
的
な
部
分
と
が
一
曲
の
中
に
共
存
す
る
も
の
」
を
特
に
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こ
う
呼
ぶ
と
い
う
。
代
表
的
演
目
に
「
白
桝
粉
屋
」「
広
大
寺
和
尚
」「
細
田
川
」「
清
澄
寺
」「
笠

松
峠
」
「
や
き
山
峠
」
「
日
高
川
」
「
志
賀
団
七
」
「
八
百
屋
お
七
」
「
お
半
長
右
衛
門
」
な

ど
が
あ
る
。
「
万
作
芸
の
中
で
、
一
番
そ
の
本
領
的
な
性
質
を
帯
び
、
中
心
を
な
し
て
い
る
」

も
の
と
さ
れ
る
。

③
の
茶
番
芝
居
は
、
前
に
述
べ
た
と
お
り
、
明
治
年
間
に
万
作
の
総
元
師
匠
と
言
わ
れ

た
阪
東
福
富
が
横
浜
や
江
戸
で
興
行
を
行
な
っ
て
い
た
際
の
演
目
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
も

の
で
、
「
京
阪
地
方
に
行
わ
れ
た
俄
の
同
類
」
で
、
「
滑
稽
な
即
興
寸
劇
で
、
落
ち
を
も
っ

た
も
の
」
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
昭
和
初
年
頃
に
は
も
う
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
演
目

と
し
て
「
石
屋
の
弥
陀
六
」「
さ
よ
市
お
さ
な
」「
お
蝶
ち
ょ
ん
ぱ
ち
」「
豆
腐
屋
三
太
」「
曽

我
五
郎
（
土
手
の
茶
屋
場
）
」
「
忠
臣
蔵
」
「
箱
根
霊
験
記
」
「
勢
州
玉
水
の
池
」
「
助
太
刀

屋
助
右
衛
門
」
等
が
あ
っ
た
。

④
の
芝
居
は
「
普
通
の
地
芝
居
と
同
じ
も
の
」
す
な
わ
ち
歌
舞
伎
の
演
目
な
ど
を
演
じ

る
素
人
の
狂
言
で
あ
る
。
演
目
と
し
て
「
阿
波
鳴
門
順
礼
の
段
」
「
道
成
寺
現
在
蛇
日
高

川
の
段
」
「
安
逹
原
三
段
目
袖
萩
祭
文
の
段
」
「
躄
の
仇
討
滝
の
段
十
一
段
目
」
「
彦
山
権

現
六
助
館
の
段
」
「
太
功
記
十
段
目
尼
ヶ
崎
の
段
」
等
が
あ
っ
た
。

駒
衣
の
伊
勢
音
頭
（
児
玉
郡
美
里
町
）
、
内
ヶ
島
の
万
作
（
深
谷
市
）
、
老
袋
の
万
作
（
川

越
市
）
が
埼
玉
県
の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
茨
城
県
の
小
念
仏

茨
城
県
で
は
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
系
の
芸
能
を
小
念
仏
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
こ
で
は

河
野
弘
の
『
茨
城
の
小
念
仏
』
を
も
と
に
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
［
河
野

一
九
八
一
］
。

茨
城
県
の
小
念
仏
は
、
基
本
的
に
県
南
部
の
利
根
川
沿
い
か
ら
霞
ヶ
浦
周
辺
地
域
と
、

内
陸
の
常
総
市
周
辺
に
集
中
し
て
分
布
し
て
お
り
、
ほ
か
の
地
域
に
は
少
な
い
。
常
総
市

の
水
海
道
は
、
前
に
述
べ
た
横
浜
賑
座
で
の
万
作
芝
居
興
行
の
際
に
、
演
者
と
し
て
書
き

出
し
と
さ
れ
た
中
村
丸
之
助
を
産
ん
だ
土
地
で
あ
る
。
な
お
埼
玉
県
や
東
京
都
の
万
作
の

多
く
の
事
例
で
「
下
妻
そ
う
だ
い
」
「
下
妻
踊
り
」
と
い
う
曲
を
伝
え
て
い
る
が
、
現
在

の
下
妻
市
に
は
小
念
仏
の
伝
承
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
意
外
で
あ
る
。

演
目
は
手
踊
り
が
多
く
、
段
物
を
演
じ
る
例
は
少
な
い
。
手
踊
り
の
中
で
も
「
高
砂
」「
高

砂
そ
う
だ
よ
」
が
重
視
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
地
区
で
踊
ら
れ
る
。
『
茨
城
の
小
念
仏
』
で

は
、
ほ
か
の
祭
り
や
行
事
（
例
え
ば
潮
来
市
徳
島
の
お
酒
盛
り
）
の
中
に
「
高
砂
そ
う
だ

よ
」
の
一
曲
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
取
り
上
げ
て
お
り
、
こ
の
曲
を
含
む
こ
と
を
小
念

仏
の
指
標
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
４
）

。
同
書
は
小
念
仏
の
手
踊
り
の
伝
承
地
と
し
て

一
四
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
「
高
砂
」
を
含
ま
な
い
の
は
二
箇
所
の
み
、
逆

に
「
高
砂
」
し
か
記
録
さ
れ
て
い
な
い
の
が
六
箇
所
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
段
物
や
芝
居
を
演
じ
た
の
は
、
鹿
島
市
天
長
井
戸
を
除
け
ば
、
北
部
の

桜
川
市
平
沢
、
常
陸
太
田
市
白
羽
で
、
手
踊
り
系
の
小
念
仏
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
地
域
と

は
離
れ
て
い
る
。
天
長
井
戸
や
平
沢
で
は
、
こ
の
段
物
は
、
興
行
に
来
た
旅
役
者
か
ら
習
っ

た
と
伝
え
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。
段
物
を
演
じ
る
地
区
で
は
必
ず
初
め
に
「
三
番
叟
」
を

演
じ
、
そ
の
他
の
演
目
と
し
て
は
「
細
田
の
奴
（
細
田
川
）
」「
日
高
川
」「
安
珍
清
姫
」「
忠

臣
蔵
五
段
目
」
「
広
大
寺
和
尚
」
「
一
谷
嫩
軍
記
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

小
念
仏
と
い
う
名
称
に
も
表
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
踊
り
は
、
念
仏
講
や
、
鹿
島
地

域
で
「
お
で
い
し
さ
ま
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
大
師
講
の
霊
場
巡
り
や
集
会
で
踊
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、
踊
り
手
は
年
配
者
で
、
女
性
の
み
で
伝
え
て
き
た
も
の
も
あ
る
。

（
３
）
千
葉
県
の
小
念
仏
、
万
作
踊
り
、
お
し
ゃ
ら
く

千
葉
県
で
こ
の
系
統
の
踊
り
が
多
く
残
っ
て
い
る
の
は
、
北
西
部
の
東
葛
飾
地
域
や
葛

南
地
域
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
茨
城
県
と
同
様
、
か
つ
て
は
小
念
仏
と
総
称
さ
れ
た
。
三
隅

治
雄
は
、
粉
屋
踊
、
中
山
踊
、
の
ほ
ほ
ん
節
、
万
作
踊
、
お
し
ゃ
ら
く
な
ど
の
踊
り
を
総
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括
し
て
「
小
念
仏
」
と
称
す
る
こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
踊
り
が
念
仏
講
の
席
で
踊
ら
れ

た
こ
と
、
ま
た
踊
り
の
振
り
そ
の
も
の
が
念
仏
踊
か
ら
出
た
こ
と
が
理
由
だ
ろ
う
と
述
べ

て
い
る
［
三
隅

一
九
八
〇
］
。
『
千
葉
県
民
謡
緊
急
調
査
報
告
書
』
で
も
、
「
小
念
仏
は

幕
末
ご
ろ
に
関
東
各
地
で
流
行
す
る
と
と
も
に
、
飴
屋
が
客
寄
せ
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な

芸
を
披
露
し
て
回
っ
た
た
め
、
よ
り
普
及
し
た
。
そ
し
て
「
お
し
ゃ
ら
く
」
、「
万
作
踊
り
」

な
ど
を
名
乗
っ
た
芸
能
好
き
な
農
民
が
一
座
を
作
り
、
各
地
を
回
る
よ
う
に
な
っ
た
」
［
千

葉
県
民
謡
緊
急
調
査
委
員
会

一
九
八
一

一
四
］
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
隅
が
千
葉
県
の
小
念
仏
の
例
と
し
て
い
る
中
山
踊
は
、
神
奈
川
県
で
も
、
上
宮
田
で

そ
の
名
で
呼
ば
れ
た
り
［
永
田

一
九
六
八

四
二
八
］
、
藤
沢
あ
た
り
で
「
中
山
節
」

と
い
う
踊
り
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
［
倉
林

一
九
七
〇

六
三
三
］
。
お
そ
ら
く
大
正
三

（
一
九
一
四
）
年
に
文
部
省
が
刊
行
し
た
『
俚
謡
集
』
に
、
千
葉
県
の
俚
謡
と
し
て
「
中
山
踊
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
広
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
「
中
山
踊

（
ノ
ホ
ホ
ン
節
）
」
と
し
て
長
生
郡
、
山
武
郡
、
海
上
郡
の
三
曲
の
歌
詞
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
が
、す
べ
て
「
〽
お
い
と
こ
そ
ー
だ
よ
」
に
類
す
る
囃
し
言
葉
で
始
ま
り
、
白
桝
（
白
松
、

平
松
）
の
粉
屋
を
モ
チ
ー
フ
と
す
る
歌
で
あ
る
［
文
芸
委
員
会

一
九
一
四

一
六
〇
～

一
六
一
］
。
こ
の
「
中
山
踊
」
と
い
う
名
称
は
、
現
在
の
市
川
市
、
法
華
経
寺
が
所
在
し
、

現
在
で
は
競
馬
場
で
有
名
な
地
名
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
昭
和
五
四
〜
五
五
年

度
に
実
施
さ
れ
た
千
葉
県
民
謡
緊
急
調
査
の
際
に
船
橋
市
で
録
音
さ
れ
た
音
源
が
残
っ
て

お
り
、
そ
の
曲
目
は
「
木
更
津
」
「
高
砂
」
「
し
ら
ま
す
」
「
桜
づ
く
し
」
（
数
え
唄
を
含
む
）

で
あ
る
［
千
葉
県
民
謡
緊
急
調
査
委
員
会

一
九
八
一
］
。
し
か
し
現
在
、
千
葉
県
に
中

山
踊
を
称
す
る
芸
能
は
残
っ
て
い
な
い
。
三
隅
が
小
念
仏
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
中
で

現
在
も
残
っ
て
い
る
の
は
、
万
作
踊
り
、
お
し
ゃ
ら
く
、
粉
屋
踊
り
と
称
す
る
も
の
で
あ
る
。

万
作
踊
り
は
松
戸
市
の
千
駄
堀
、
日
暮
、
上
本
郷
の
三
地
区
の
も
の
が
千
葉
県
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
さ
ら
に
市
内
の
多
く
の
地
区
で
行
わ
れ
て

い
た
。
「
万
作
踊
り
」
の
名
は
指
定
時
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
地
元
で
古
く
か
ら
そ
う
呼

ば
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
昭
和
四
〇
年
代
の
指
定
調
査
の
際
に
は
、「
播
州
高
砂
」「
仝

二
の
き
り
」
「
世
直
し
」
「
木
更
津
」
「
広
大
寺
茶
場
」
「
本
尊
場
」
「
細
田
」
「
新
川
」
「
白

枡
」
「
夏
見
台
」
「
清
澄
寺
」
「
桜
づ
く
し
」
「
潮
来
浮
島
」
の
一
三
の
演
目
が
あ
っ
た
［
村

崎

一
九
七
〇
］
。
現
在
は
「
高
砂
」「
新
川
」「
越
後
評
判
」「
木
更
津
」「
白
枡
」「
飴
屋
」

の
六
曲
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
松
戸
の
万
作
踊
り
は
、
一
座
を
組
ん
で
余
興
的
に
行
う
も
の

と
、
寺
院
で
の
女
人
講
に
付
随
し
て
、
講
員
の
女
性
た
ち
が
踊
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う

［
植
野

一
九
八
七
］
。

お
し
ゃ
ら
く
の
名
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
浦
安
市
と
鎌
ヶ
谷
市
で
あ
る
。
「
浦
安
の

お
洒
落
踊
り
」
は
猫
実
、
当
代
島
、
堀
江
の
も
の
が
県
指
定
、
鎌
ヶ
谷
市
の
「
お
し
ゃ
ら

く
踊
り
」
は
軽
井
沢
の
も
の
が
市
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
が
、
ど
ち
ら
も
以
前

は
市
内
の
別
の
地
区
で
も
演
じ
ら
れ
た
。
浦
安
の
お
洒
落
は
、
お
十
夜
（
十
月
十
夜
）
や

毎
月
一
五
日
と
晦
日
の
お
こ
も
り
の
行
事
に
開
か
れ
る
念
仏
講
の
際
に
老
若
男
女
集
ま
っ

て
踊
ら
れ
た
。
後
に
述
べ
る
東
京
都
葛
西
の
お
し
ゃ
ら
く
と
の
協
力
で
、
昭
和
四
〇
年
代

後
半
に
復
活
し
た
［
藤
本

二
〇
一
四
］
。
主
な
演
目
は
「
高
砂
」「
木
更
津
」「
宮
坂
」「
世

直
し
」
「
下
妻
笠
松
峠
」
「
日
高
川
」
「
い
ち
ゃ
い
ち
ゃ
踊
り
」
「
鉄
火
節
」
「
日
蓮
記
」
「
新

川
」
「
地
曳
」
「
白
桝
粉
屋
」
「
桜
づ
く
し
」
「
広
大
寺
」
「
細
田
の
川
」
「
清
澄
」
な
ど
で
、

手
踊
り
と
段
物
に
分
か
れ
て
い
る
。
鎌
ヶ
谷
で
は
大
師
講
や
庚
申
講
の
余
興
な
ど
に
踊
ら

れ
、
必
ず
「
高
砂
」
で
は
じ
め
、
「
か
っ
ぽ
れ
」
で
終
わ
っ
た
。
も
と
は
小
念
仏
あ
る
い

は
念
仏
踊
り
と
呼
ば
れ
、
昭
和
五
八
（
一
九
八
三
）
年
の
保
存
会
結
成
後
に
お
し
ゃ
ら
く

を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
演
目
は
「
さ
く
ら
」「
高
砂
」「
木
更
津
」「
新
川
」「
白

桝
の
粉
屋
の
娘
」
を
伝
え
る
［
藤
本

二
〇
一
四
］
。

山
武
郡
芝
山
町
白
枡
、
白
枡
粉
屋
の
伝
説
の
お
膝
元
に
は
、
千
葉
県
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
白
枡
粉
屋
お
ど
り
が
あ
る
。
団
扇
太
鼓
、
四
つ
竹
、
笛
を
用
い
て
、
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女
踊
り
と
男
踊
り
に
分
か
れ
て
踊
る
。
踊
り
歌
は
「
お
い
と
こ
節
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
白

枡
粉
屋
お
ど
り
」
の
一
曲
で
あ
る
。
踊
り
は
昭
和
二
一
（
一
九
四
六
）
年
頃
に
千
代
田
村
（
現

芝
山
町
）
飯
櫃
の
人
に
習
っ
た
と
い
い
、
現
在
の
歌
は
そ
の
頃
に
初
代
の
保
存
会
会
長
が

村
の
人
た
ち
と
作
っ
た
も
の
だ
と
い
う
［
藤
本

二
〇
一
四
］
。

（
４
）
東
京
都
の
万
作
、
粉
屋
踊
り

山
岸
み
の
り
は
東
京
都
内
に
一
三
箇
所
の
伝
承
地
を
挙
げ
て
お
り
、
そ
れ
を
お
し
ゃ
ら

く
地
域
と
万
作
・
粉
屋
踊
り
地
域
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
［
山
岸

二
〇
〇
一
］
。

お
し
ゃ
ら
く
地
域
は
江
戸
川
区
葛
西
の
お
し
ゃ
ら
く
で
、
こ
れ
は
前
述
の
千
葉
県
浦
安

市
、
鎌
ヶ
谷
市
の
お
し
ゃ
ら
く
に
連
な
る
系
統
で
あ
る
。
段
物
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
手
踊

り
が
主
体
で
大
勢
で
踊
る
群
舞
で
あ
る
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
特
徴
が
あ
る
。

葛
西
の
お
し
ゃ
ら
く
に
つ
い
て
は
、
そ
の
復
興
に
尽
力
し
た
藤
本
秀
康
に
よ
る
詳
細
な

報
告
が
あ
る
［
藤
本

二
〇
一
四
］
。
も
と
は
「
お
十
夜
」
や
念
仏
講
（
大
師
講
）
の
集

ま
り
で
踊
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
明
治
時
代
に
浦
安
や
葛
西
に
は
「
ご
ぜ
の

坊
」
と
呼
ば
れ
る
門
付
け
芸
人
が
下
総
や
常
陸
方
面
か
ら
来
て
、
若
衆
宿
や
「
ご
ぜ
宿
」

と
呼
ば
れ
る
家
な
ど
に
長
逗
留
し
て
芸
を
伝
え
て
い
っ
た
と
い
う
貴
重
な
証
言
が
あ
る
。

演
目
は
、
最
も
代
表
的
な
曲
と
さ
れ
、
口
説
き
型
の
「
そ
う
だ
い
節
」
と
し
て
「
高
砂
「
木

更
津
」「
日
高
川
」「
常
陸
節
」「
八
百
屋
お
七
」「
浦
島
」「
お
稲
さ
ん
」「
弘
法
大
師
」「
滋

賀
団
七
」「
下
妻
」「
笠
松
峠
」
が
あ
り
、
そ
の
他
の
曲
と
し
て
「
新
川
地
曳
き
」「
白
松
粉
屋
」

「
細
田
の
川
」「
日
蓮
記
」「
髭
題
目
」「
宮
谷
坂
」「
世
直
し
」「
十
七
返
し
」「
鉄
火
節
」「
牡

蠣
殻
堀
」
「
広
大
寺
」
「
下
総
之
国
十
二
ヶ
月
日
の
出
の
坂
ね
ん
ね
ん
子
守
」
「
よ
か
よ
か

飴
屋
唄
」
「
物
産
飴
屋
」
「
浮
島
」
が
あ
る
（
５
）

。
前
述
の
と
お
り
、
昭
和
四
〇
年
代
後
半

に
浦
安
の
お
し
ゃ
ら
く
と
共
に
再
興
し
、
東
京
都
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
万
作
・
粉
屋
踊
り
地
域
は
、
北
部
の
清
瀬
市
・
青
梅
市
か
ら
、
神
奈
川

県
の
川
崎
市
内
陸
部
ま
で
縦
断
す
る
形
で
分
布
す
る
、
ほ
ぼ
武
蔵
野
台
地
上
の
各
地
で
あ

る
。
小
曽
木
の
万
作
踊
り
（
青
梅
市
）
、
中
里
万
作
（
清
瀬
市
）
、
押
立
の
万
作
、
矢
崎
の

万
作
（
府
中
市
）
、
粉
屋
踊
り
（
多
摩
市
落
合
・
山
王
下
）
、
粉
屋
踊
り
（
日
野
市
万
願
寺
）
、

南
大
沢
粉
屋
踊
り
（
八
王
子
市
）
、
根
岸
こ
な
や
踊
り
（
町
田
市
）
な
ど
が
代
表
的
な
例

で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
手
踊
り
、
段
物
、
歌
舞
伎
芝
居
が
残
り
、
特
に
歌
舞
伎
の
影
響
が
強

く
、
三
番
叟
を
演
じ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
山
岸
は
こ
れ
を
、
各
地
を
巡
業
す
る
セ
ミ
プ
ロ

化
し
た
興
行
形
態
の
表
れ
と
見
て
い
る
。
ま
た
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
と
し
て
は
定
番
演

目
の
白
枡
粉
屋
に
特
徴
が
あ
り
、
手
踊
り
の
途
中
に
茶
番
芝
居
が
挟
ま
り
、
忠
臣
蔵
の
お

軽
と
勘
平
の
設
定
で
踊
る
。
こ
の
多
摩
地
域
の
も
の
は
、
神
奈
川
県
川
崎
市
や
横
浜
市
の

万
作
踊
り
に
連
な
る
系
譜
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

４

神
奈
川
県
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
と
そ
の
特
徴

（
１
）
県
内
に
お
け
る
分
布

今
回
の
調
査
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
県
下
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
事
例
は
次
の

一
五
例
で
あ
っ
た
。

横
浜
市

・
中
村
の
万
作
（
青
葉
区
）　
　
　

　
　
　
　
　

・
池
辺
の
飴
屋
踊
り
（
都
筑
区
）

川
崎
市

・
栗
木
の
粉
屋
踊
り
（
麻
生
区
）

横
須
賀
市

・
長
井
町
飴
屋
踊　
　
　
　
　

鎌
倉
市

・
材
木
座
の
飴
屋
踊
り

逗
子
市

・
小
坪
の
飴
屋
踊
り

三
浦
市

・
菊
名
の
あ
め
や
踊
り

・
小
黒
万
作
（
青
葉
区
）

・
土
橋
の
万
作
踊
り
（
宮
前
区
）

・
長
沢
飴
屋
踊
り

・
松
輪
の
飴
屋
踊
り
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・
高
円
坊
の
飴
屋
踊
り

　
　
　
　
　

・
下
宮
田
の
飴
屋
踊
り

秦
野
市

・
戸
川
の
飴
屋
踊
り

ほ
か
に
も
、
文
献
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
で
は
、
横
浜
市
の
牛
久
保
、
大
棚
、
南
山

田
（
以
上
、
都
筑
区
）
、
元
石
川
、
上
恩
田
（
以
上
、
青
葉
区
）
、
八
朔
、
三
保
、
長
津
田
、

新
治
（
以
上
、
緑
区
）
、
岡
津
（
以
上
、
泉
区
）
、
阿
久
和
、
下
阿
久
和
（
以
上
、
瀬
谷
区
）
、

今
井
（
以
上
、
保
土
ヶ
谷
区
）
、
市
沢
、
中
白
根
（
以
上
、
旭
区
）
、
鎌
倉
市
坂
下
、
藤
沢

市
引
地
、
山
北
町
玄
倉
な
ど
で
も
飴
屋
踊
り
や
万
作
踊
り
を
伝
え
て
い
た
と
い
う
［
永
田

一
九
六
八
、
神
奈
川
県
企
画
調
査
部
県
史
編
集
室

一
九
七
七
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
郷

土
誌
編
纂
委
員
会

一
九
八
九
］
。
今
で
は
農
村
の
名
残
も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
横
浜

市
内
に
こ
れ
だ
け
の
伝
承
地
が
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
分
布
状
況

か
ら
は
、
前
に
述
べ
た
明
治
前
期
の
横
浜
賑
座
の
万
作
芝
居
興
行
が
、
こ
の
芸
能
を
広
め

る
の
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。

（
２
）
代
表
的
な
演
目

今
回
の
調
査
で
主
た
る
調
査
対
象
と
な
っ
た
八
つ
の
事
例
の
う
ち
、
「
飴
屋
踊
り
」
の

一
曲
し
か
持
た
な
い
戸
川
を
除
い
た
七
事
例
に
つ
い
て
、
三
箇
所
以
上
の
伝
承
地
で
確
認

さ
れ
た
演
目
を
、
演
目
名
が
異
な
る
も
の
も
整
理
し
て
挙
げ
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

（
記
録
に
し
か
残
ら
な
い
も
の
を
含
む
）
。

・
白
桝
粉
屋
（
長
井
、
小
黒
、
栗
木
）
、
白
松
粉
屋
（
菊
名
、
長
沢
）
、
粉
屋
踊
り
（
土

橋
）
、
下
総
名
物
平
松
粉
屋
（
下
宮
田
）

・
笠
松
峠
（
土
橋
、
菊
名
、
栗
木
、
長
沢
）
、
笠
松
峠
四
郎
三
郎
・
笠
松
峠
千
太
郎
（
長

井
）
、
笠
松
ノ
初
段
・
笠
松
ノ
二
段
（
下
宮
田
）
、
鬼
神
お
松
（
小
黒
）

・
細
田
の
奴
（
土
橋
、
菊
名
、
栗
木
）
、
細
田
の
和
尚
・
細
田
の
奴
（
長
井
）
、
細
田

勇
奴
橋
渡
し
（
小
黒
）
、
弥
陀
堂
（
長
沢
）
、
坊
さ
ん
（
下
宮
田
）

・
新
川
（
長
井
、
菊
名
、
栗
木
）
、
新
川
踊
り
（
小
黒
、
土
橋
）

・
安
珍
清
姫
（
小
黒
、
栗
木
、
下
宮
田
）
、
安
珍
清
姫
日
高
川
・
安
珍
清
姫
船
頭
場
（
長

井
）
、
あ
ん
ち
ん
（
長
沢
）

・
か
き
が
ら
（
長
井
、
菊
名
、
下
宮
田
）
、
牡
蠣
殻
（
長
沢
）

・
伊
勢
音
頭
（
土
橋
、
小
黒
、
栗
木
、
長
沢
）

・
日
蓮
記
（
菊
名
、
長
沢
、
下
宮
田
）
、
日
蓮
経
（
長
井
）

・
三
番
叟
（
長
井
、
小
黒
、
下
宮
田
）

・
ね
ん
ね
こ
（
長
井
、
長
沢
）
、
子
守
（
菊
名
）

・
か
っ
ぽ
れ
（
土
橋
、
長
井
、
栗
木
）

・
五
段
目
（
菊
名
）
、
忠
臣
蔵
五
段
目
（
小
黒
）
、
与
市
兵
衛
（
土
橋
）

・
髙
台
寺
の
和
尚
（
長
井
）
、
し
ん
ぽ
広
大
寺
（
菊
名
）
、
小
台
寺
（
小
黒
）

・
義
経
千
本
桜
（
土
橋
、
長
井
、
小
黒
）

特
に
「
白
桝
粉
屋
」
「
笠
松
峠
」
「
細
田
の
奴
」
の
三
演
目
は
、
調
査
対
象
と
な
っ
た

全
て
の
伝
承
地
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
神
奈
川
県
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
を
代

表
す
る
演
目
と
い
っ
て
良
い
だ
ろ
う
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
演
目
は
ほ
ぼ
全
て
、
神
奈
川
県
に
限
ら
ず
、

前
節
で
述
べ
た
埼
玉
県
、
茨
城
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
な
ど
に
広
が
る
万
作
、
小
念
仏
、

お
し
ゃ
ら
く
な
ど
と
も
共
通
し
、
神
奈
川
県
独
自
の
演
目
と
い
う
の
も
見
当
た
ら
な
い
。

（
３
）
神
奈
川
県
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
系
譜

１
節
（
２
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
永
田
衡
吉
は
神
奈
川
県
内
の
事
例
を
、
鎌
倉
か
ら

・
上
宮
田
の
飴
屋
踊
り
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三
浦
に
か
け
て
の
南
部
の
飴
屋
踊
り
系
統
と
、
横
浜
や
川
崎
な
ど
北
部
の
万
作
踊
り
系
統

と
に
整
理
し
た
。
永
田
の
根
拠
は
東
京
多
摩
方
面
か
ら
流
入
し
た
も
の
と
、
飴
屋
が
伝
え

た
も
の
と
い
う
伝
播
経
路
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
再
考
し
て
み
た
い
。

演
目
の
比
較
で
み
る
と
、
必
ず
し
も
両
系
統
に
明
確
な
違
い
が
あ
る
よ
う
に
見
え
な
い

が
、
強
い
て
言
う
と
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い
る
も
の
の
、
伊
勢
音
頭
や
そ
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
近
江
八
景
を
歌
い
込
ん
だ
「
瀬
田
の
唐
橋
」
な
ど
）
は
永
田
の
い
う

万
作
踊
り
系
統
に
の
み
伝
わ
っ
て
お
り
、
飴
屋
踊
り
系
統
に
は
、
復
活
後
に
加
え
ら
れ
た

と
い
う
長
沢
以
外
に
は
無
い
。
伊
勢
音
頭
系
の
演
目
は
、
東
京
都
の
多
摩
地
方
一
帯
か
ら
、

さ
ら
に
そ
の
北
の
埼
玉
県
の
万
作
に
ま
で
広
ま
っ
て
お
り
、
内
陸
の
武
蔵
野
エ
リ
ア
に
顕

著
な
分
布
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
、
磯
漁
の
様
子
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
「
か
き
が
ら
」
は

飴
屋
踊
り
系
統
に
の
み
存
在
し
、
万
作
踊
り
系
統
に
は
無
い
。
こ
の
曲
は
東
京
都
で
は
葛

西
の
お
し
ゃ
ら
く
だ
け
に
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
葛
西
の
お
し
ゃ
ら
く
は
東
京
の
他
の

事
例
と
は
地
理
的
に
も
内
容
的
に
も
異
質
で
、
千
葉
県
北
西
部
の
浦
安
、
鎌
ヶ
谷
な
ど
に

連
な
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
東
京
湾
岸
エ
リ
ア
に
顕
著
な
分
布
と
言
え
る
。

そ
し
て
筆
者
が
注
目
す
る
最
も
大
き
な
違
い
は
、
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
元
曲
と
さ

れ
る
白
枡
粉
屋
を
、
永
田
の
い
う
飴
屋
踊
り
系
統
で
は
手
踊
り
と
し
て
演
じ
る
が
、
万
作

踊
り
系
統
で
は
段
物
と
し
て
演
じ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
が
段
物
に
な
る
の
は
、
飴

屋
の
娘
と
男
が
忠
臣
蔵
の
お
軽
と
勘
平
と
い
う
設
定
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
、
こ
の
演
出
は
東
京
都
の
多
摩
地
方
の
万
作
踊
り
や
埼
玉
の
万
作
に
は
一
般
的

で
、
や
は
り
武
蔵
野
エ
リ
ア
の
共
通
性
を
示
し
て
い
る
。

武
蔵
野
エ
リ
ア
の
分
布
は
、
埼
玉
か
ら
川
崎
や
横
浜
ま
で
ほ
ぼ
地
続
き
で
、
実
際
の
伝

承
事
例
も
そ
の
間
に
点
在
し
て
い
る
。
ま
た
前
に
紹
介
し
た
埼
玉
の
万
作
芝
居
の
一
座

が
横
浜
賑
座
で
行
っ
た
興
行
の
影
響
も
大
き
い
だ
ろ
う
。
一
方
の
東
京
湾
岸
エ
リ
ア
は
、

江
戸
時
代
後
期
か
ら
押
送
船
に
よ
る
魚
の
輸
送
な
ど
に
よ
っ
て
交
流
の
あ
っ
た
地
域
で

あ
る
。
飴
屋
踊
り
系
統
で
「
千
葉
か
ら
伝
え
ら
れ
た
」
と
い
う
由
来
が
語
ら
れ
る
の
も
、

こ
う
し
た
事
情
を
反
映
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
の
千
葉
は
、
浦
賀
水
道
を

挟
ん
だ
対
岸
の
上
総
や
安
房
で
は
な
く
、
陸
続
き
（
あ
る
い
は
港
続
き
）
の
下
総
葛
飾

で
あ
る
。
演
目
と
し
て
も
、
「
新
川
地
曳
」
は
葛
西
新
川
（
旧
江
戸
川
と
中
川
を
結
ぶ
人

口
河
川
）
、
「
細
田
の
奴
」
で
は
葛
西
領
篠
崎
な
ど
、
こ
の
地
域
を
舞
台
に
し
た
も
の
は

多
い
。

た
だ
し
こ
ち
ら
の
系
統
を
単
純
に
一
連
の
も
の
と
見
ら
れ
な
い
の
は
、
葛
西
や
浦
安

の
お
し
ゃ
ら
く
が
千
葉
県
北
西
部
か
ら
茨
城
県
に
い
た
る
小
念
仏
の
系
譜
に
あ
っ
て
、

念
仏
講
な
ど
で
踊
る
手
踊
り
を
主
体
と
す
る
の
に
対
し
、
神
奈
川
県
の
飴
屋
踊
り
系
統

は
、
三
番
叟
な
ど
も
含
ん
で
段
物
を
多
く
含
む
、
芝
居
の
興
行
の
性
格
も
併
せ
持
つ
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
筆
者
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
横
浜
あ
た
り
で
行
わ
れ

た
万
作
芝
居
の
興
行
が
、
飴
屋
を
名
乗
っ
た
か
も
し
れ
な
い
芝
居
の
座
に
よ
っ
て
、
さ

ら
に
地
方
に
伝
播
し
た
も
の
と
の
仮
説
を
も
っ
て
い
る
。
す
る
と
神
奈
川
県
の
飴
屋
踊

り
系
統
の
事
例
は
、
茨
城
県
か
ら
千
葉
県
を
経
て
東
京
湾
岸
に
広
が
る
小
念
仏
系
の
踊

り
と
、
川
崎
や
横
浜
に
伝
わ
っ
た
、
埼
玉
方
面
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
万
作
芝
居
と
の
複

合
的
な
構
成
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

５

本
事
業
の
成
果

４
節
（
１
）
で
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
た
事
例
の
う
ち
、
本
事
業
に
お
い
て
調
査
対
象
と

し
た
の
は
、
現
行
事
例
と
し
て
は
土
橋
の
万
作
踊
り
（
川
崎
市
）
、
長
井
町
飴
屋
踊
（
横

須
賀
市
）
、
菊
名
の
あ
め
や
踊
り
（
三
浦
市
）
の
三
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
第

一
章
に
報
告
を
ま
と
め
た
。
ま
た
さ
さ
ら
踊
り
の
う
ち
の
一
曲
と
し
て
「
飴
屋
踊
り
」

と
い
う
曲
を
伝
え
て
い
る
戸
川
の
飴
屋
踊
り
（
秦
野
市
）
、
そ
し
て
あ
る
程
度
の
資
料
が
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残
っ
て
い
た
り
、
近
年
ま
で
継
承
し
て
い
て
聞
き
取
り
等
の
追
跡
調
査
が
可
能
な
事
例

と
し
て
、
小
黒
万
作
（
横
浜
市
）
、
栗
木
の
粉
屋
踊
り
（
川
崎
市
）
、
長
沢
飴
屋
踊
り
（
横

須
賀
市
）
、
下
宮
田
の
飴
屋
踊
り
（
三
浦
市
）
に
つ
い
て
も
、
現
地
調
査
を
実
施
し
て
明

ら
か
に
で
き
た
情
報
を
第
二
章
に
ま
と
め
た
。
そ
れ
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
文
献

資
料
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
第
二
章
第
六
節
に
ま
と
め
た
。

本
調
査
の
特
徴
と
し
て
、
現
地
調
査
の
過
程
で
、
現
在
は
中
断
、
休
止
し
て
い
る
団

体
や
、
途
絶
し
た
演
目
の
も
の
も
含
め
て
、
多
く
の
衣
装
や
小
道
具
が
保
管
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
民
俗
芸
能
の
調
査
と
し
て
は
珍
し
い
本
格
的

な
衣
装
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
染
織
文
化
の
専
門
家
の
協
力
を
得
て
、

可
能
な
限
り
衣
装
を
写
真
で
残
し
、
合
わ
せ
て
法
量
、
材
質
等
の
情
報
を
ま
と
め
て
一

覧
化
し
た
。
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
第
三
章
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
で
報
告
書
に
掲
載

で
き
る
写
真
点
数
は
限
ら
れ
る
が
、
撮
影
し
た
衣
装
に
つ
い
て
は
全
て
の
写
真
と
関
連

情
報
を
ま
と
め
て
県
の
教
育
委
員
会
で
保
管
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
存
会
に

同
じ
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
る
。
な
お
衣
装
調
査
を
担
当
し
た
調
査
員
か
ら
は
、
今
回

の
調
査
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
意
義
や
役
割
に
つ
い
て
述
べ
た
コ
ラ
ム
を
寄
稿
し

て
も
ら
っ
た
。

第
四
章
に
は
、
調
査
で
収
集
し
た
台
本
や
古
写
真
な
ど
を
掲
載
し
た
。
特
に
台
本
は

段
物
や
芝
居
を
も
つ
飴
屋
踊
り
や
万
作
踊
り
に
と
っ
て
基
本
的
な
記
録
と
な
る
が
、
今

回
は
、
収
集
し
た
も
の
の
う
ち
、
内
容
や
印
刷
の
鮮
明
さ
に
お
い
て
そ
の
ま
ま
掲
載
で

き
る
と
判
断
し
た
も
の
は
影
印
で
収
載
し
た
。
台
詞
や
詞
章
の
仮
名
使
い
な
ど
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
筆
跡
、
ト
書
き
や
演
者
の
書
き
付
け
な
ど
、
で
き
る
だ
け
生
き
た
芸
能

で
あ
る
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
生
々
し
さ
を
伝
え
た
い
と
の
意
図
か
ら
で
あ
る
。
多

少
読
み
に
く
い
箇
所
が
残
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ご
寛
容
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
一
言
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
は
戦
後
か
ら
昭
和

三
〇
年
代
頃
に
大
き
く
退
転
し
て
い
っ
た
芸
能
で
あ
る
。
現
在
も
伝
わ
っ
て
い
る
も
の

は
、
そ
の
残
存
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
。
し
か
し
、
川
崎
市

の
土
橋
で
は
宅
地
化
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
地
域
組
織
が
再
編
さ
れ
、
新
し
い
町
内
会
と

連
携
し
な
が
ら
踊
り
が
継
承
さ
れ
、
横
須
賀
市
の
長
井
で
は
小
学
校
の
総
合
的
な
学
習

の
時
間
に
生
徒
た
ち
が
「
み
つ
け
て
き
た
」
こ
と
が
中
断
か
ら
の
復
活
の
契
機
と
な
っ

て
、
現
在
は
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
継
承
が
行
わ
れ
、
菊
名
で
は
長
い
中
断
か
ら

見
事
な
復
活
を
果
た
し
た
の
が
、
以
前
は
あ
め
や
踊
り
に
関
わ
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ

も
し
な
か
っ
た
女
性
た
ち
の
働
き
か
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
是
非
と
も
注
目
し
て
も
ら
い

た
い
。
芸
能
は
た
だ
残
存
す
る
の
で
は
な
く
、
時
代
に
合
わ
せ
て
そ
の
意
義
や
役
割
を

変
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
姿
や
担
い
手
を
変
え
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
力
強
く

生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

註
（
１
）
こ
の
識
者
の
評
は
、
「
万
作
芝
居
の
話
」
に
併
載
さ
れ
て
い
る
［
西
角
井

一
九
二
九
］
。
そ
こ
で
は
後
に
神
奈
川
県
の
飴
屋
踊
り
、
万
作
踊
り
の
発
掘
に
尽
力
す
る

永
田
衡
吉
も
「
江
戸
の
隣
接
農
工
地
に
在
り
さ
う
な
藝
。
か
つ
ぽ
れ
と
末
期
的
歌
舞
伎

の
野
合
藝
。
現
代
眼
か
ら
は
悪
趣
味
た
る
を
免
れ
ず
。
」
と
か
な
り
厳
し
い
評
価
を
し

て
い
る
。
な
お
こ
の
時
、
民
俗
芸
術
の
会
の
会
員
を
前
に
万
作
芝
居
を
上
演
し
た
の
は
、

賑
座
の
万
作
芝
居
を
演
じ
た
阪
東
福
富
の
一
座
で
あ
る
。

（
２
）
こ
れ
が
事
実
か
ど
う
か
、
今
回
の
調
査
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
菊
名
の

人
が
永
田
衡
吉
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
が
「
白
松
粉

屋
」
「
新
川
」
「
子
守
」
の
三
曲
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
す
る

と
「
細
田
の
奴
」
だ
け
で
な
く
、
段
物
は
全
て
指
定
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
こ
の
指
定
は
昭
和
五
一
（
一
九
七
六
）
年
に
無
形
民
俗
文
化
財
に
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指
定
変
更
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
、
演
目
ご
と
の
指
定
は
し
て
い
な
い
た
め
、
現
在
は

あ
め
や
踊
り
全
体
が
指
定
の
対
象
と
考
え
る
の
が
当
然
で
あ
る
。

（
３
）
明
治
九
年
七
月
十
七
日
付
『
横
濱
毎
日
新
聞
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
り
、

万
作
芝
居
が
「
豊
年
萬
作
中
山
踊
」
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
下
宮

田
な
ど
神
奈
川
県
内
で
も
中
山
踊
と
い
う
名
称
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
こ
う
し
た
こ
と

と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
…
亦
伊
勢
崎
に
て
は
犬
の
狂
言
は
先
度
も
出
し
ま
し
た
が
是
は
大
入
夫
か
ら
豊

年
萬
作
中
山
踊
は
お
臍ヘ

ソ

の
皮
を
撚ヨ

り
隣
は
水カ

ラ

ク

機
械
の
馬
鹿
化
た
見
世
物
向
は
盆

〱
ぼ
ん
倉
地
獄
の
有
様
其
又
隣
は
博
覧
會
の
大
見
世
物
麝ジ

ャ
コ
ウ香

猫
や
ら
貝
化
石

や
ら
夢
の
様
な
る
模バ

ク

の
獣

ケ
モ
ノ

が
出
ま
し
た
が
サ
ア
評
判
〳
〵
」

（
４
）
筆
者
は
徳
島
地
区
で
水
神
祭
（
お
酒
盛
り
）
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
こ
の
曲
を
「
小
念
仏
」
と
す
る
説
明
は
聞
か
な
か
っ
た
。

（
５
）
山
岸
［
二
〇
〇
一
］
が
挙
げ
て
い
る
演
目
と
は
異
同
が
多
い
が
、
こ
こ
で
は
地

元
の
継
承
者
で
あ
る
藤
本
の
挙
げ
て
い
る
も
の
を
採
用
し
た
。
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